
　

第
64
回
通
常
総
代
会
が
６

月
18
日
高
崎
市
労
使
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

根
岸
尚
代
理
事
が
総
代
数

報
告
を
行
い
会
の
成
立
を
宣

言
、
議
長
に
塚
沢
支
部
選
出

総
代
伊
藤
敦
博
さ
ん
、
高
南

支
部
選
出
総
代
井
田
久
美
子

さ
ん
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

櫻
井
康
喜
代
表
理
事
・
理

事
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
県
生

協
連
会
長
理
事
中
島
源
治
様

の
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

祝
電
紹
介
で
は
代
表
と
し

て
医
療
福
祉
生
協
連
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
塚
田
純
一
総
代
が

紹
介
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
上
程
は
関
沼
専
務

理
事
が
一
括
し
て
行
い
ま
し

た
。（
ま
と
め
概
要
は
緑
十

字
６
月
号
に
掲
載
、
方
針
概

要
は
３
面
に
参
照
）
引
き
続

き
松
本
紀
佳
監
事
が
監
事
会

を
代
表
し
て
監
査
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

特
別
報
告
と
し
て
、
は
る

な
生
協
中
長
期
計
画
の
説
明

長
が
行
い
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
佐
藤
久
美

子
理
事
・
看
護
部
長
が
新
入

職
員
を
紹
介
。
そ
の
後
質
疑

討
論
を
行
い
ま
し
た
。（
質

疑
５
本
、
補
強
発
言
５
本
）

討
論
が
終
結
し
採
択
を
行
っ

た
と
こ
ろ
全
議
案
満
場
一
致

で
可
決
し
、
議
事
を
終
了
し

を
酒
井
潤
総
代
・
病
院
事
務

櫻
井
康
喜
理
事
長

安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

〜
事
業
所
、施
設
、地
域
支
部
の
機
能
を
活
か
そ
う
〜

　

昨
年
は
高
齢
者
住
宅
虹
の

家
を
開
設
し
ま
し
た
。
ほ
ほ

え
み
の
杜
に
続
き
介
護
分
野

へ
の
事
業
展
開
を
行
い
経
営

は
厳
し
い
状
態
で
す
が
頑
張

り
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
安
保
に
ゆ
れ
た
１

年
で
し
た
。
安
倍
政
権
は
軍

事
費
を
強
め
、
日
本
の
社
会

保
障
は
８
０
０
０
億
円
〜

１
兆
円
の
と
こ
ろ
５
０
０
０

億
円
減
ら
す
方
針
が
出
さ
れ

て
い
る
。
法
人
税
は
１
９
８

５
年
は
43
％
だ
っ
た
が
２
０

１
３
年
は
25
％
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
研
究
開
発
減
税

が
適
応
さ
れ
13
％
台
に
ま
で

減
税
に
な
っ
て
い
る
。
支
出

が
増
え
て
も
、
税
収
が
大
き

く
減
っ
て
も
赤
字
に
な
る
事

は
当
然
と
言
え
ま
す
。
大
企

業
優
遇
の
政
策
を
転
換
し
な

け
れ
ば
改
善
は
で
き
ま
せ

ん
、
来
月
参
議
院
議
員
選
挙

櫻
井
理
事
長
あ
い
さ
つ

で
の
審
判
を
お
願
い
し
た

い
。

　

発
生
か
ら
２
カ
月
以
上
が

経
過
し
た
熊
本
地
震
、
地
震

発
生
率
は
１
％
以
下
で
し

た
。
九
州
電
力
で
は
川
内
原

発
の
稼
働
を
続
け
許
し
が
た

い
こ
と
で
す
。

　

以
前
水
俣
の
協
力
病
院
と

し
て
訪
れ
た
水
俣
協
立
病
院

は
、
広
大
な
工
場
地
帯
を
挟

ん
だ
反
対
に
あ
る
40
床
の
病

院
で
す
。
患
者
は
ひ
と
つ
前

の
バ
ス
停
で
降
り
隠
れ
る
よ

う
に
受
診
し
て
い
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
仲
間
が
今
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
熊
本

地
震
に
対
す
る
カ
ン
パ
を
お

願
い
し
た
い
。
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最
近
興
味
を

持
っ
て
い
る
の

は
「
人
は
な
ぜ

病
気
に
な
る

か
」
と
い
う
事

で
す
。
も
ち
ろ
ん
古
今
東
西

の
学
者
や
名
医
や
迷
医
も
考

え
続
け
て
き
た
こ
と
で
す
か

ら
、
そ
う
簡
単
に
答
え
が
出

る
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
今
関

心
が
あ
る
の
は
、
医
学
や
科

学
が
進
歩
し
て
生
活
も
物
も

昔
に
比
べ
て
格
段
に
よ
く

な
っ
た
は
ず
な
の
に
、
ど
う

し
て
こ
ん
な
に
病
気
や
不
健

康
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の

だ
ろ
う
と
い
う
事
で
す
。
▼

進
化
医
学
と
い
う
分
野
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
人
間
の
体
や
心
の

仕
組
み
は
、
人
の
祖
先
が
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
の
祖
先
と
分
か

れ
独
自
の
生
き
か
た
を
始
め

て
か
ら
約
６
０
０
万
年
か
け

て
進
化
し
て
き
た
。
そ
の
体

の
到
達
点
は
石
器
時
代
の
暮

ら
し
、
狩
り
の
獲
物
を
長
時

間
追
い
か
け
て
仕
留
め
た
り
、

植
物
の
地
下
茎
（
芋
）
な
ど

を
苦
労
し
て
掘
り
出
し
た
り

し
て
や
っ
と
食
料
を
確
保
し

な
が
ら
生
き
延
び
る
の
に
適

し
た
体
で
す
。
▼
農
業
で
穀

類
や
家
畜
か
ら
食
料
を
得
る

よ
う
に
な
っ
て
１
万
数
千
年
、

産
業
革
命
で
化
石
燃
料
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
し
、

移
動
、
道
具
作
り
、
温
度
調

節
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

２
０
０
年
あ
ま
り
。
テ
レ
ビ

や
電
話
は
50
年
く
ら
い
前
、

携
帯
電
話
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

は
つ
い
最
近
で
す
。
▼
石
器

時
代
の
体
と
脳
の
作
り
の
ま

ま
、
生
活
環
境
は
激
変
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
美
味
し
い

も
の
を
見
る
と
た
く
さ
ん
食

べ
、
暇
が
あ
れ
ば
横
に
な
っ

て
体
を
休
め
る
の
は
石
器
時

代
を
生
き
延
び
る
た
め
の
習

性
で
し
た
。
そ
の
こ
と
を
認

識
し
て
運
動
、
食
事
、
生
活

リ
ズ
ム
を
見
直
す
こ
と
が
ま

ず
大
事
で
す
。　
　
　

  

（
紅
）

大勢の方に参加いただきました

　日本国憲法は、70年前の1946年11月３日に、公布されました。300万人以
上の日本人を含む数千万人が犠牲となった第二次世界大戦が終結し、日本
の戦争犯罪とその責任が問われるもとでの公布でした。
　日本政府が受諾した「ポツダム宣言」に示された「日本軍隊の無条件降伏」
「世界征服に赴かせた権力の永久排除」「言論、宗教、思想の自由及び基本
的人権の尊重」「自由意志による平和的かつ責任ある政府の樹立」等の実施
と、戦前の軍国主義体制下で抑圧された平和と民主主義の実現を求める国
内外の声を背景に、日本国憲法は制定されたのでした。
　制定された日本国憲法は、戦争で大切な家族を失い、傷ついた国民によっ
て受け入れられ、支持されました。国民は、憲法が示す平和主義や基本的
人権を大切にし、憲法に違反する法律の改正を政府に求め、「憲法をくらし
に活かす」とりくみを重ねてきました。この70年間、国民は日本国憲法と
ともに育ち、立憲主義を育んできました。
　昨年、強行成立した安全保障関連法（安保法）は、国民が70年間育てて
きた平和主義・立憲主義に真っ向から反するものでした。安保法への怒り
や不安は未だに収まらず、廃止を求める署名は1,200万人を超えて集まり続
けています。憲法記念日に行われた世論調査でも、９条を含む憲法改正に
対しては反対する意見が多数を占めました。
　世界中でテロが続き、アジアでの緊張が高まる情勢のもと、日本国憲法
の平和主義、憲法９条の無力が叫ばれ、抑止力の保持が主張される中で迎
える憲法公布70年の今年、日本国憲法や立憲主義を守り活かせるかが、私
たちに改めて問われています。
　1947年８月２日に、当時の文部省が、日本国憲法の解説のために中学校
向け社会科の教科書として発行した「あたらしい憲法のはなし」では、憲
法９条について、「けっして心ぼそく思うことはありません。日本は正しい
ことを、ほかの國よりさきに行ったのです。世の中に、正しいことぐらい
強いものはありません」と説明しました。
　私たちは、憲法に反する安保法の廃止を求めること、武器を携えた自衛
隊員を紛争地域に向かわせてはいけないことが、「正しいこと」であること
を知っています。70年間国民とともに育ってきた日本国憲法の生命力、先
進性、国際社会での影響力を知っています。
　「正しいことぐらい強いものはない」という確信を持って、安保法廃止を
求める運動にとりくみましょう。そして、日本国憲法を守り、立憲主義を
取り戻すため、力を尽くしましょう。
　2016年６月18日
　　　　　　　　　　　　　　　　はるな生活協同組合第64回通常総代会

公布70年、日本国憲法を守り立憲主義を取り戻そう
特 別 決 議

ま
し
た
。

　

特
別
決
議
の
提
案
が
黒
沢

か
ほ
る
理
事
よ
り
提
案
さ

れ
、
採
択
す
る
こ
と
を
拍
手

で
承
認
し
ま
し
た
。（
詳
細

別
掲
）
最
後
に
年
間
目
標
達

成
支
部
表
彰
、
退
任
理
事
の

あ
い
さ
つ
を
終
え
総
代
会
は

成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。
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組合員活動部から②

班会を紹介します

　　七月（文
ふみ

月
づき

）…七月七日 “たなばたさま” 子どもや孫たちの為に “今の平安を願いたい” ですね。

参
加
者
募
集
中
！

　

先
月
号
で
班
会
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
今
回
は
地
域
の
班
会
を

紹
介
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
る
班
で
す
。
参
加

希
望
の
方
は
組
合
員
活
動
部

へ
お
電
話
下
さ
い
。
０
２
７

―
３
２
３
―
２
７
６
２

知
恵
袋
班
（
高
関
支
部
）

会
場
：
組
合
員
ふ
れ
あ
い
会
館

　

今
年
６
月
か
ら
始
ま
っ
た

で
き
た
て
ほ
や
ほ
や
の
班
で

す
。

　

６
月
４
日
に
梅
漬
け
作
り

を
行
い
ま
し
た
。
先
日
組
合

員
さ
ん
か
ら
赤
し
そ
を
頂
き

色
づ
き
は
じ
め
ま
し
た
。
知

恵
袋
班
は
保
存
食
や
旬
の
食

材
で
つ
く
る
郷
土
料
理
な
ど

に
挑
戦
す
る
予
定
で
す
。
母

か
ら
手
渡
さ
れ
た
秘
伝
の
味

の
よ
う
に
、
教
え
る
人
教
わ

る
人
を
大
募
集
中
！

ヨ
ガ
班
（
第
六
支
部
）

会
場
：
井
野
公
民
館

　

１
時
間
の
体
操
と
お
話
を

（
自
由
裁
量
時
間
）」
を
利
用

し
、
自
発
的
に
、
個
人
・
集

団
で
行
う
活
動
や
経
験
で
、

ゆ
と
り
と
楽
し
み
の
創
造
を

目
標
と
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

レ
ク
は
個
人
活
動
も
楽
し

め
ま
す
が
集
団
の
中
の
役
割

を
見
出
す
事
で
、
自
己
の
存

在
価
値
を
高
め
ら
れ
ま
す
。

　

極
論
す
れ
ば
「
レ
ク
」
は

明
る
く
楽
し
い
生
活
を
送
る

た
め
の
一
切
の
行
為
と
も
考

え
ら
れ
、
日
常
生
活
の
「
レ

調理は楽しいね

楽
し
む
班
で

す
。
血
圧
測
定

も
行
い
ま
す
。

毎
月
第
４
水
曜

日
10
時
〜
12

時
、
体
の
調
子

に
合
わ
せ
無
理

を
し
な
い
で

ゆ
っ
く
り
体
操

を
行
い
ま
す
。

の
ん
び
り
こ
つ

こ
つ
続
け
た
い

方
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
レ
ク
）
と
は
「re

＝
再
び
」

「create

＝
つ
く
る
」
が
合

わ
さ
っ
た「
つ
く
り
な
お
し
」

が
転
じ
て
「
再
び
つ
く
る
、

元
気
・
回
復
」
す
る
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。「
余
暇

ク
」化
が
重
要
で
、明
る
く
楽

し
い
生
活
を
日
常
化
さ
せ
る

た
め
の
１
つ
の
リ
ハ
ビ
リ
手

段
と
し
て
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

病
院
デ
イ
ケ
ア
で
は
リ
ハ

ビ
リ
に
繋
げ
る
た
め
に
レ
ク

の
中
で
も
調
理
レ
ク
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
や
っ

て
い
た
け
ど
今
は
し
て
い
な

い
…
な
ん
て
事
が
多
く
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
デ
イ
ケ
ア

で
は
、
あ
る
具
材
で
何
を
ど

う
作
る
か
を
考
え
る
事
も
リ

ハ
ビ
リ
＆
脳
ト
レ
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
。
６
月
は
「
す

い
と
ん
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
役
割
分
担
さ
れ
、

慣
れ
た
手
つ
き
で
包
丁
な
ど

を
上
手
く
使
い
調
理
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
懐
か
し
の
味
に

皆
さ
ん
大
満
足
の
よ
う
で
し

た
。

　

今
後
も
こ
う
い
っ
た
レ
ク

を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
デ
イ
ケ
ア　

作
業
療
法
士

和
田　

泰
子
）

口
１
０
０
円
の
出
資
金
を
握

り
し
め
、
は
る
な
生
協
を
創

設
し
た
方
々
の
思
い
を
本
当

に
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
の

で
す
が
、
そ
れ
で
も
生
協
に

託
す
思
い
が
今
に
続
い
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
沼
田
市
利
根
町
の

出
身
で
す
。
私
が
子
供
の
頃

の
貧
し
さ
と
、
今
の
貧
困
は

質
が
違
う
よ
う
に
思
い
ま

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す

⑥
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

ゆっくり身体に合わせて

ここがコツ
4 4

だからね！

す
。

　

情
報
も
食
も
豊
か
に
な
っ

て
選
択
肢
が
あ
る
け
れ
ど
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
は
う
す

れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま

す
。

　

今
は
る
な
生
協
に
求
め
ら

れ
て
い
る
事
は
何
か
、
握
り

し
め
ら
れ
て
い
る
思
い
を
組

合
員
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

ひ
と
つ
ず
つ
形
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

美味しくできるかな

健康まつり模擬店出店希望受付中

第22回健康まつり
10月23日（日）開催！

支部単位で申し込みお持ちしてます。

締め切り：８月31日（水）
申し込み先：〒370-0043　高崎市高関町498-1
　　　　　　組合員ふれあい会館内　組合員活動部
電　話：027-323-2762　FAX：027-323-2944
E-mail：kumikatu@harunacoop.com
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新入職員自己紹介
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１．主な事業計画
①高崎市の認知症高齢者グループホーム事業者公募に備え、準備を進めます。
② 医療事業では、地域包括ケア病床の拡大、病床稼働の確保を進め、他医療機
関・事業所との連携を進めるとともに、組合員の利用結集を柱に経営の立て
直しを図ります。また、既卒を含む医師の確保と養成を図ります。

③ 福祉事業では、高齢者住宅虹の家の入居者を確保し、早期に軌道に乗せると
ともに、介護センターほほえみの杜の経営改善、特にショートステイの利用
者確保を進めます。また、24時間定期巡回・随時対応訪問サービスの具体化
を図ります。

④ 法人内の各事業や施設の連携、病院の在宅診療部の機能を生かしていきます。
具体的には健診と外来、病棟（退院）と短期入所（ショートステイ）の連携
や訪問・通所系事業と家庭などのつながりを生かします。

⑤ 訪問看護、訪問リハビリ、訪問歯科診療など訪問系サービスや居宅介護支援
の体制強化を図ります。通町診療所は家庭医療を重視した診療を、歯科診療
所は研修医を受け入れながらユニットのフル稼働を進めます。

⑥ 生協の事業・運動・組織づくり三位一体で、介護予防・日常生活支援の取り
組みを進めます。有償ボランティア「あんじゃねえ」の拡大強化や生活支援
のできる組合員組織づくりに取り組みます。

＜認知症高齢者グループホーム事業者公募への手上げ＞
　高崎市は、第６期介護保険事業計画（2015～17年度）のなかで認知症高齢者
グループホーム９床を整備するとしており、今期中に公募が出るかもしれません。
　認知症高齢者グループホームは、認知症対応のため是非にも実施したいサー
ビスですが、前回2013年の公募では、小規模多機能ホーム併設施設で応募し、
残念ながら落選しました。
　今回は単独施設として手上げの準備を進め、期中に公募が出た場合は応募し
ます。

２．経営活動
（１）経営計画
① 病院、通町診療所、介護センターほほえみの杜の経営改善を図り、法人全体
で剰余を確保します。

②3,000万円の増資運動に取り組み、自己資本の強化を図ります。
（２）管理運営など
①内部統制システムの拡充に取り組みます。
②シャトルカーの定期運行や地域の送迎の拡大に取り組みます。
③新しい「中長期計画」（2016-20年）の周知と具体化を進めます。

３．医療・福祉・健康づくり活動
（１）医療活動
（高崎中央病院）
① 地域で必要とされる医療機能を見極め、それに合わせた病床機能の更なる転
換を検討します。

② 在宅療養支援病院として在宅医療の拡大を図るとともに、法人内外の事業所
との連携を強め、質・量ともに充実を図ります。

（通町診療所）
① かかりつけ医として、多職種共同で患者の情報把握・共有に努めます。また、
あんしんセンターとも連携しながら「もの忘れ相談」も積極的に対応します。

②生計困難者を対象とした無料低額診療を開始します。
（歯科診療所）
① 「口から食べること」を目標に、組合員・患者様の口の健康増進のための歯
科医療をめざします

②在宅歯科医療の充実を図り、通院困難な患者さんへの対応を強化します。
③歯科医師の初期研修を成功させます。
（２）介護・福祉活動
（在宅福祉総合センターほほえみ）
① 在宅で過ごしたいという思いに寄り添い、その人らしい生活が送れるよう、
質の高い介護・看護が提供できるように専門性を高める努力をします。

② 病児保育のびのびでは、保育体制の充実を図るとともに、利便性を改善し、
より利用しやすい病児保育をめざします。

（介護センターほほえみの杜）
① 高齢者住宅ほほえみの杜は、「住まい」として、サービスのあり方も検討し
ていきます。

② デイホームは、利用者に満足のいく内容の充実に図るとともに、リハビリを
強め、ボランティアを拡充していきます。

③ ショートステイは、新しい利用者確保にこだわり、在宅での生活を維持する
ためのリハビリの充実を図り、利用者増を追求していきます。

（高齢者住宅虹の家）
① 高齢者住宅は、入居者の確保に努めます。また、生活の質の向上に向けて、

散歩・外食・買い物など外に出る機会を持つとともに、地域の人たちとの交
流の機会を持ちます。その人らしく生きられることを支援していく取り組み
をします。
② 訪問介護は、体制を整え、より多くの在宅で暮らし続ける方の支援をしてい
きます。高齢者住宅の訪問介護もあることから、定期巡回・随時対応型訪問
介護・看護の展開について検討します。

（通町診療所）
① あんしんセンターは、今年度の重点目標として、㋑地域ケア会議の開催、㋺
地域のケアマネージャーの指導、㋩認知症地域支援の推進、㋥生活支援体制
の整備、㋭介護予防教室の開催を行います。

（その他）
① 有償ボランティア「あんじゃねぇ」の活動をさらに拡充し、特に協力者の確
保を強めます。
② 組合員に助け合い、見守り、居場所づくりなどを広げ、介護保険制度・認知
症への理解を拡げます。

（３）事業所利用委員会
　事業所利用委員会は、組合員、患者、利用者から寄せられる声を大切に利用
しやすい事業所をめざすとともに、組合員の利用結集をいかに高めるか、それ
ぞれの事業所利用委員会で論議を深め、役割を果たす必要があります。
（高崎中央病院）
① 「虹の箱」に寄せられる意見や要望に沿って、各職場とも協力しながら改善
に努めます。また、感謝やお礼についても各職場内で共有できるよう伝えて
いきます。
②利用委員による院内巡視や各職場との懇談を行っていきます。
（通町診療所）
①秋季に「ふれあいまつり」を開催します。
②院内巡視を行い、気づいた点を改善や強化していきます。
（歯科診療所）
①「虹の箱」に寄せられる意見や要望に沿って、協力しながら改善に努めます。
（４）健康づくり
①「はるな健康体操」等の普及に努め、健康づくりの活動を広めます。
②健康チャレンジに取り組みます。

４．組織活動
（１）地域に協同の「わ」をひろげる活動
① 組合員自らの問題として介護予
防や生活支援の取り組みをとら
え、支部、班活動、ネットワー
クづくりを進めます。
② 仲間ふやし、出資金ふやしの呼
びかけを継続し、生協のまちづ
くりを知らせていきます。
　 “一人ぼっちをつくらない、心配
することのない、安心なまちづ
くり”。

（２）組合員と職員の協同を強める活動を推進します
① 組合員・職員交流集会を開催し、交流の場とします。実行委員会は、組合員・
職員で組織し、学習、事業所の利用や、地域の事を話せる場とします。

（３）組織活動の質的強化をめざします
①支部体制の確立していない支部では、支部体制の確立をめざします。

５．教育文化活動
① 映画など文化行事企画や文化サークル活動に取り組みます。映画上映会を秋
に行います（９月26日）。
② 「うたごえ喫茶」を組合員の新たな交流の場となるよう開催します。また学
習会や講演会などに取り組みます。木工教室を移動教室（希望場所へ出張）
や健康まつりで開催します。

６．社会保障・平和を守る活動
　医療や介護のさらなる改悪が進むなかで、学習と行動を柱に、患者・利用者
の立場で行政へ働きかけ、社会保障費の抑制を止めさせ、戦争法廃止を求める
取り組みなど、支部を中心に多くの組合員に広げていきます。
（１）社会保障を守る活動
① 医療や介護保険が改悪される医療保険制度改革関連法の見直しや、消費税増
税を止めさせる運動に取り組みます。また、高崎市社会保障推進協議会（高
崎社保協）との集会や学習会に積極的に取り組みます。

（２）平和を守る活動
① 憲法を守る活動に取り組みます。とりわけ第25条（国民の生存権）と第９条
（戦争の放棄）を守る集会や学習会への参加、戦争法廃止を求める署名運動
等を積極的に行います。

　2016年度は、診療報酬改定が実施されます。今回の改定は、本体部分は0.49％引き上げといわれましたが、薬価や医療材料の引き下げにより、全体では前回に
続きマイナス改定となりました。内容的にも、前回と同様、２年後の2018年診療報酬・介護報酬同時改定、さらには「2025年」を見据えた政策的な誘導が顕著で
あり、対応が求められます。
　昨年12月に概要が示された「地域医療構想」は近々に策定を終え、2016年度は構想にもとづく病床の削減や再編が進められます。求められる病床機能を明確にし、
地域包括ケア病床への転換等、対応を急ぐ必要があります。
　昨年から「総合事業」を実施した高崎市では、「介護SOSサービス」や「提案型一般介護予防事業」等が新たに始まりました。高齢者あんしんセンター通町を中
心に対応を進めるとともに、市町村等との懇談を強め、介護予防や生活支援のさらなる事業化にむけた検討が求められます。
　第６期介護保険事業計画に伴う施設整備では、近く公募が予定されている認知症高齢者グループホーム事業者への手上げの準備を進めます。
　新たな「中長期計画」（2016～20年）が策定委員会から答申され、５月理事会で決定しました。この「中長期計画」を指針とし、生協の地域包括ケアの具体化
を進めます。
　また、組合員の高齢化が進むなか、組合員自らの問題として介護予防や生活支援の取り組みを支部や班の活動として位置づけ、「安心ネットワークづくり」を進
めましょう。

2016年度事業方針の要旨2016年度事業方針の要旨2016年度事業方針の要旨2016年度事業方針の要旨2016年度事業方針の要旨

2016年度全国四課題目標
年間目標

仲間ふやし 1,000人
出資金ふやし 3,000万円
班づくり・班会開催 20班400回
担い手の育成 100人
機関紙配布率 60％
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※ 第１金曜日の間々田医師は、９時～17時とな
ります。
※月曜日は18時まで診療いたします。

はるな生協歯科診療所　診療案内
診療科目　一般歯科　小児歯科（歯科医師６名）

　☆無料低額診療実施事業所です

　☆訪問診療行っています

　☆ 歯科利用者専用個別送迎行っ

ています

○ 当診療所ははるな生活協同組合

（医療生協）が運営する診療所で

す。

○ 待ち時間を少なくするために予

約制をとっています。

○電話で予約できます。027-388-0022

○ 「歯が痛くてがまんできない」「噛めない」「詰め物

やかぶせ物がとれた」等急な症状の時は、予約日以

外でも受け付けます。ご連絡ください。

診療時間担当医師 2016年７月１日より

はるな生協歯科診療所
〒370-0851　高崎市上中居町1461-1

電話：027-388-0022

FAX：027-388-0023

Mail：sika@harunacoop.com

通町診療所　診療案内
【診療時間】
　・午前　　　　　 　９時00分　～　12時00分
　・午後（月～金）　　３時00分　～　６時00分
　※なるべくご予約のうえ受診されるようお願いします。
　※毎月、保険証を確認させていただいております。
【休　　診】
　土曜日午後、第２土曜日、日祭日、年末年始（12月30日～１月３日）
　※ 休日・夜間などの急病の際は、高崎中央病院（TEL323-2665）をご利用く

ださい。受診の際は、事前にお電話でお問い合わせのうえお出かけください。
【小児予防接種】予約制
　月曜日～金曜日　：午前11時30分～12時
　第１・第５土曜日：午前11時30分～12時
　火曜日　　　　　：午後２時30分～４時、水曜日：午後３時～４時
　※その他の時間帯をご希望の場合は、職員までご相談ください。
【乳児健診】　　予約制
　火曜日：午後２時30分～３時

【訪問診療・往診】
　訪問診療は定期的に午後、おこなっています。詳しくは看護職員までご相談く
ださい。
【入　　院】
　診察の結果、入院が必要な場合は主に高崎中央病院をご紹介しています。高崎
中央病院では、差額ベット代はいただいておりません。
【こんな検査を行っています】
　腹部超音波検査・心電図・肺機能検査等おこなっています。
　診察の際にご相談ください。
【地域送迎】
　通院困難な方を対象に送迎をおこなっています。ご希望の方はお申し出下さい。
【シャトルカーの運行】
　通町診療所・高崎中央病院・高崎駅の間でシャトルカーを運行しています。
【そ　の　他】
　事業所健診・個人健診・特定健診・予防接種（インフエルエンザ・肺炎球菌・
その他）などおこなっています。お気軽にご相談ください。

通町診療所　TEL（027）322-6534㈹

熊
本
地
震
支
援
募
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

６
月
末
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

２
３
８
、１
４
１
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

民
主
医
療
機
関
連
合
会
及
び
医
療
福
祉
生
協
連
を

通
じ
被
災
地
へ
届
け
ま
す
。

おかげ様で、移転６周年をむかえました。今後もよろしくお願いします
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気
分
は
晴
れ
！

　
　

倉
賀
野
支
部
お
で
か
け

　

第
16
陣
と
し
て
６
月
８
日

か
ら
１
週
間
、
熊
本
市
の
く

わ
み
ず
病
院
で
の
病
棟
・
外

来
支
援
と
避
難
所
で
の
被
災

者
支
援
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
全
日
本
民
医
連
の
支
援

は
延
べ
８
０
０
人
を
超
え
ま

し
た
。

　

現
地
集
合
・
現
地
解
散
に

は
驚
き
ま
し
た
が
、
熊
本
空

港
上
空
か
ら
見
た
益
城
町

は
、
多
く
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

が
屋
根
を
覆
い
、
７
千
人
の

避
難
所
生
活
を
し
て
い
る

方
々
に
、
ど
れ
だ
け
の
事
が

出
来
る
の
か
と
い
う
疑
問
と

緊
張
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
熊

本
空
港
は
所
々
が
ひ
び
割

れ
、
益
城
町
の
道
路
は
う

ね
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｃ
Ｕ
８
床
・
一
般
病
床

44
床
の
急
性
期
病
棟
で
は
、

朝
食
介
助
・
入
浴
介
助
等
ケ

ア
全
般
、
夕
食
介
助
・
帰
室

移
送
ま
で
の
支
援
に
務
め
ま

し
た
。
外
来
は
当
院
処
置
室

と
同
様
に
救
急
対
応
で
す
。

　

避
難
所
支
援
は
、
健
康
相

談
や
出
張
足
浴
を
行
い
ま
し

た
。
自
分
の
家
が
全
壊
・
半

壊
し
た
方
も
い
れ
ば
、
隣
の

家
が
傾
い
て
い
る
た
め
避
難

せ
ざ
る
を
得
な
い
方
々
も
い

ま
し
た
。

　

昼
間
の
避
難
所
は
８
割
以

上
不
在
で
す
。
自
宅
を
片
付

け
に
帰
っ
て
い
る
方
や
仕
事

に
行
っ
て
い
る
方
、
仕
事
を

探
し
に
行
っ
て
い
る
方
な
ど

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

来
た
」
と
話
し
て
く
れ
る
方

も
い
ま
す
が
、「
前
回
も
同

じ
こ
と
を
聞
か
れ
た
。
ま
た

同
じ
事
を
話
す
の
は
断
り
ま

す
。

　

健
康
の
事
は
話
す
け
ど
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
事
は
話
し

た
く
無
い
。」
と
先
の
見
え

な
い
避
難
所
生
活
の
い
ら
だ

ち
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
る
方

　

５
月
30
日
月
曜
日
は
、
あ

い
に
く
曇
り
空
。
で
も
、
気

分
は
晴
れ
。
こ
の
旅
行
に
参

加
す
る
の
は
こ
れ
で
３
回
目

で
す
。

　

理
由
は
忘
れ
ま
し
た
が
、

会
場
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
で
、

無
料
で
カ
ラ
オ
ケ
を
や
ら
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

歌
が
と
て
も
上
手
で
し
た
。

一
気
に
盛
り
上
が
り
交
流
も

深
ま
り
、
よ
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

（
倉
賀
野
支
部

人
見　

憲
一
）

延
べ
８
０
０
人
を
超
え
た
支
援

延
べ
８
０
０
人
を
超
え
た
支
援

も
い
ま
し
た
。

　

段
ボ
ー
ル
の
壁
は
ほ
ぼ
目

の
高
さ
で
す
。
話
し
声
は
隣

り
ど
こ
ろ
か
３
件
先
ま
で
聞

こ
え
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
な
い
生
活
を
２
か
月
続
け

て
い
る
心
労
は
重
な
る
ば
か

り
で
、
早
急
な
住
宅
確
保
の

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
生

活
復
興
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
。

　

群
馬
で
出
来
る
こ
と
が
何

か
、
多
く
の
思
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
支
援
参
加
に
ご
協

力
頂
い
た
方
々
に
感
謝
致
し

ま
す
。

（
外
来
看
護
師

古
川
真
由
美
）

出張足浴 “足湯でホッ！”

みんなで交流

熊
本
地
震
全
日
本
民
医
連
支
援
報
告

「アンダンテ ～稲の旋律～」上映会のお知らせ「アンダンテ ～稲の旋律～」上映会のお知らせ
○食と農と大地、そして人間再生の物語！
　主人公「千華」は自信を失くして登校拒否、職場の人間関係がうまく作れずひきこもり生
活に。そんな自分を思いつめた千華が千葉県の水田へ、「誰か私を助けてください」と書いた
紙切れをペットボトルに詰め「心のSOS」として置いてくる。暫くしてそれを拾った「晋平」
から真剣に千華のSOSに応えようとする手紙が届く。千華は自分がどのような人間か、どう
して他人と会うのが怖いのか、長い長い手紙を送った。こうして始まった交流は、千華のひ
きこもり生活を徐々に変化させていくのだが…！
　美しい田園風景を背景に、１人ひとりの悲しみや希望を真摯
に見つめ、本当の幸せとは何か、食と農業の問題もからませた
楽しい映画です。
　「アンダンテ」とは音楽用語で「ゆっくりと。歩く速度で」と
いう意味です。
○日　　時　９月26日（月）（午前の部）午前10時30分～
　　　　　　　　　　　　　（午後の部）午後２時00分～
　　　　　　　　　　　　　（夜 の 部）午後６時30分～
○会　　場　高崎シティギャラリー
○前 売 券　1,000円（当日1,300円）
○お問合せ　027（323）2762
■出　　演　新妻聖子、筧　利夫、秋本奈緒美
　　　　　　宇都宮雅代、村野武範、他
■主　　催　はるな生活協同組合
■後　　援　高崎市、高崎市教育委員会

　

日
中
避
難
所
に
残

る
方
は
、
体
育
館
の

床
に
敷
い
た
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
の
上
で
、
段

ボ
ー
ル
で
区
分
け
さ

れ
た
２
〜
３
畳
の
ス

ペ
ー
ス
で
過
ご
し
ま

す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
方
が

日
中
は
談
話
ス
ペ
ー

ス
で
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。「
支
援
者
が
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い
部
位
で
す
。
お
し
り
だ
け

で
な
く
、
お
し
り
を
支
え
る

足
の
筋
肉
も
鍛
え
る
こ
と

で
、
ヒ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
す
。
お
し
り
を

き
ゅ
っ
と
引
き
し
め
、
両
足

を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
た
姿
勢

で
立
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

背
中
は
皮
下
脂
肪
が
つ
く

こ
と
で
た
る
み
ま
す
。
背
中

の
筋
肉
は
正
し
い
姿
勢
を
保

つ
こ
と
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
ふ
だ
ん
か
ら
背
筋
を

シ
ャ
キ
ッ
と
伸
ば
し
、
正
し

い
姿
勢
を
意
識
し
ま
し
ょ

う
。

　

今
回
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
大

活
躍
の
こ
ん
に
ゃ
く
を
使
っ

た
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

《
糸
こ
ん
に
ゃ
く
の

中
華
風
サ
ラ
ダ
》

●
材
料
（
２
人
分
）

・ 

糸
こ
ん
に
ゃ
く

　
　

…
…
…
…
…
２
０
０
ｇ

・
き
ゅ
う
り
…
…
…
…
１
本

栄
養
課 

だ
よ
り 

〈
た
る
み
引
き
し
め

ダ
イ
エ
ッ
ト
〉

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

　

海
に
山
に
、
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
満
載
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　

夏
場
は
、
た
る
み
が
特
に

気
に
な
る
季
節
で
す
。
た
る

ん
だ
体
を
引
き
し
め
る
に

は
、
運
動
や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
行
い
、
筋
肉
を
つ
け
る
こ

と
が
必
須
で
す
。
た
る
み
が

起
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知

り
、
健
康
的
に
引
き
し
め
る

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
ま
し
ょ

う
。

　

お
な
か
は
、
内
臓
脂
肪
や

皮
下
脂
肪
が
過
剰
に
つ
く
こ

と
で
た
る
み
ま
す
。
背
中
の

筋
肉
を
使
わ
ず
猫
背
に
な
る

こ
と
で
腹
部
に
力
が
加
わ
っ

て
、
た
る
み

が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
ま

す
。
つ
ね
に

背
筋
を
ピ
ン

と
伸
ば
す
こ

と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

お
し
り
は

ふ
だ
ん
筋
肉

を
使
っ
て
い

な
い
、
特
に

た
る
み
や
す

・
に
ん
じ
ん
…
…
…
…
60
ｇ

・
し
ょ
う
ゆ
…
…
小
さ
じ
１

・
酢
…
…
…
…
…
小
さ
じ
１

・
砂
糖
…
…
…
…
小
さ
じ
1/2

・
ご
ま
油
…
…
…
小
さ
じ
1/2

●
作
り
方

①
き
ゅ
う
り
と
に
ん
じ
ん
は

斜
め
薄
切
り
に
し
て
か
ら
せ

ん
切
り
に
す
る
。

②
こ
ん
に
ゃ
く
は
食
べ
や
す

い
長
さ
に
切
り
、
塩
小
さ
じ

１
ほ
ど
を
ふ
っ
て
よ
く
も

み
、
熱
湯
で
２
〜
３
分
ゆ
で

て
ざ
る
に
あ
げ
、
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
で
し
っ
か
り
水
け

を
ふ
く
。

③
ボ
ー
ル
に
調
味
料
を
入
れ

て
混
ぜ
合
わ
せ
、
①
と
②
を

加
え
て
あ
え
る
。

〈
１
人
分
の
栄
養
価
〉

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
…
…
…
38 

kcal

・
塩
分
…
…
…
…
…
…
0.5
ｇ

（
調
理
師　

串
田　

葉
月
）




